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- 1905年～2005年;フランスにおける政教分離法の百年-
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(2) 新たな問題 - イスラム教と共同体主義
2.外からの挑戦
Ⅴ.結びにかえて































































































































































































































































































































































































































































































もうひとつの百年の歴史 - 1905年～2005年 ;フランスにおける政教分離法の百年 - 501
｢中立性｣については,これを,｢受動的中立性｣43という言葉に代表される











































































る ｢複数のライシテ 1a'1citepluriele｣であり,その第 2は,偉大なる東洋



















































































































































































































































































































































































力によるものではなく,精神と態度における,ある種の civilit6が必要 と説 く｡Emile
PoulatくNotrelailcitepublique),pp.54-55･
60 より詳細に述べれば,ヨーロッパ諸国の国家と宗教 との関係は,ペナ ･ルイズによ
れば,大別して4つの型に分類できるとされる｡第 1は,最も伝統的な型 としての国
教制度 (イギリスなど),第 2は,コソコルダ (政教条約制度によって,ヴァチカンや
516 経 営 と 経 済
多様な宗教的権威の介在によって,主権の一部を教会に譲っている国 (スペイン,イ









62 その文言 とは ｢彼らの共通の遺産であり,個人の自由,政治的自由,そしてあらゆ







67 ヨーロッパ人価値調査 EuropeanValuesSurveyと国際社会調査計画 International
SorcialSurveyProgram がそれであるOこの点に関しては,Jean-PaulWilaime
L̀'Unioneuropeenneest-elelaique?'くDelaseparationdesEgliseetdel'Etatal'av-
nirdelalaicite'editiondel'aube,2005,p.343.
68 Ibid.
69 Ibid.
70 Ibid,p.340.また,ヨーロッパにおける世俗化の動きについては,RendRemond
･(ReligonetSoci6teenEurope'Seuil,2001を参照されたい.
71 JeanMorange,op.°it.p.50･
72 Ibid.
73 多元性を尊重する民主主義は,ときには不可分一体という共和国の理念に相反する,
という指摘は非常に鋭い｡ただし,論者は,共和国と文化的多様性を認めるライシテ
-中立性 とは完全に一致しうる,と考えている｡この点に関しては,LudivineDe1-
senne,op.°it,p,457,458.
I
74 AlainBergounioux L̀alailcit6,valeurdelaR6publique,くLaLai'cit6',Seuil,1995,
pp.17-26･
75 実は,サルコジー氏は,すでに昨年,自らが1905年法の見直しを提唱している｡ま
た,1905年法を見直すべきかどうかについては,くEspritNo2Juin2005,の特集や
sousladirectionadeYvesCharlesZarkaくFaut-ilreviserlaloide1905?'puf,2005など
が好個の素材を提供してくれる｡
